
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
Ｍ
Ｙ
パ
ワ
ー
に

よ
る
電
力
小
売
事
業
の
利
益
で
、
地

域
に
住
む
高
齢
者
の
た
め
の
「
移
動

支
援
」
や
「
健
康
見
守
り
」
等
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

　

早
川
氏
は
約
25
年
間
、
同
地
域
の

医
療
に
尽
力
。
「
人
口
減
少
で
地
域

が
疲
弊
す
れ
ば
、
医
療
も
病
院
も
存

続
で
き
な
い
。
健
康
寿
命
を
延
ば
し

地
域
を
元
気
に
す
る
方
法
を
考
え
て

き
た
」
と
同
氏
は
振
り
返
る
。

　

平
成
28
年
に
「
た
す
け
あ
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
。
若
者
や

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
に
よ
る
移
動
支

地域医療と自治を持続可能に
住民共助で見守り・移動支援

援
「
た
す
け
あ
い
カ
ー
」
等
の

仕
組
み
を
作
っ
た
。
し
か
し
、

補
助
金
だ
け
で
の
持
続
は
難
し

い
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
電
力

小
売
事
業
へ
の
参
入
が
全
面
自

由
化
と
な
り
、
誰
で
も
電
力
会

社
の
立
ち
上
げ
が
可
能
に
な
っ

て
い
た
。
当
時
、
地
域
内
の
電

力
は
中
部
電
力
を
利
用
し
て
お

り
、
い
わ
ば
地
域
の
経
済
が
外

部
に
流
出
し
て
い
る
状
態
。

「
電
力
を
売
っ
た
利
益
で
地
域

課
題
の
解
決
が
で
き
な
い

か
」
。
外
に
流
出
し
て
い
た
原

資
を
地
域
内
に
と
ど
め
、
そ
の

利
益
の
使
い
方
を
地
域
住
民
と

の
話
し
合
い
で
決
め
る
。
さ
ら

に
課
題
解
決
の
発
掘
に
住
民
が

参
加
す
る
こ
と
で
、
自
立
し
た

自
治
力
の
醸
成
も
期
待
し
た
。

　

電
力
会
社
立
ち
上
げ
に
向

け
、
フ
ァ
ー
ム
を
設
立
。
平
成
30
年

か
ら
中
部
電
力
と
意
見
交
換
を
始

め
、
「
た
す
け
あ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
継
承
・
発
展
」
「
山
村
地
域
の
課

題
解
決
の
た
め
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
」
「
山
村
地
域
で
の
電
力
小

売
事
業
」
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
促
進
」
の
４
本
の
柱
を
実
証

す
る
３
者
協
定
が
結
ば
れ
、
Ｍ
Ｙ
パ

ワ
ー
が
誕
生
し
た
。

　

現
在
、
地
域
内
の
電
力
を
Ｍ
Ｙ
パ

ワ
ー
に
切
り
替
え
る
説
明
会
を
集
落

に
赴
き
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
。
切

り
替
え
に
よ
り
、
得
ら
れ
た
収
益
を

地
域
内
の
課

題
解
決
事
業

に
循
環
で
き

る
。
協
定
を

結
ぶ
中
部
電

力
に
と
っ
て

は
減
収
と
な

る
が
、
経
営

ビ
ジ
ョ
ン
に

「
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
の
提

供
」
を
挙
げ
て
お
り
、
本
事
業
を
そ

の
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
こ
と
で

メ
リ
ッ
ト
を
得
て
い
る
と
い
う
。
Ｉ

タ
ー
ン
で
地
域
に
移
住
し
た
Ｍ
Ｙ
パ

ワ
ー
事
業
本
部
長
・
関
原
康
成
氏
は

「
各
集
落
を
回
り
説
明
し
て
、
困
り

ご
と
を
発
掘
し
て
解
決
方
法
を
探

る
。
地
道
な
活
動
だ
が
、
各
集
落
に

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
物
が
現
れ
る

等
、
少
し
ず
つ
効
果
を
得
て
い
る
」

と
手
応
え
を
語
る
。

　

「
高
齢
者
が
元
気
に
な
る
だ
け
で

は
足
り
な
い
。
若
者
が
住
め
る
地
域

に
し
な
け
れ
ば
人
口
減
少
は
止
ま
ら

な
い
」
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い

て
、
地
域
雇
用
創
出
は
重
要
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
だ
。
関
原
氏
は
「
困
り
ご
と

と
解
決
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
、
雇
用
創

出
に
つ
な
が
る
。
わ
れ
わ
れ
の
活
動

を
見
て
、
関
係
人
口
や
移
住
は
増
加

傾
向
に
あ
る
」
と
説
明
。
「
外
部
か

ら
の
人
的
資
源
を
巻
き
込
ん
で
い
く

こ
と
で
、
地
域
住
民
の
刺
激
に
な
れ

ば
」
と
早
川
氏
も
期
待
を
寄
せ
る
。

　

過
疎
化
と
高
齢
化
が
進
む
、
愛
知

県
豊
田
市
の
山
村
地
区
。
こ
こ
で
、

地
域
内
循
環
経
済
と
地
域
自
治
の
実

現
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行

中
だ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
う
の
は

地
域
新
電
力
会
社
「
三
河
の
山
里
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ワ
ー
（
以
下
、
Ｍマ

Ｙイ

パ
ワ
ー
）
」
。
足あ

助す
け

病
院
名
誉
院
長

の
早
川
富
博
氏
が
中
心
と
な
り
、
令

和
元
年
６
月
に
設
立
。
前
年
に
同
氏

が
立
ち
上
げ
た
「
三
河
の
山
里
課
題

解
決
フ
ァ
ー
ム
（
以
下
、
フ
ァ
ー

ム
）」と
豊
田
市
、
中
部
電
力
が
協
定

を
結
び
、
３
年
間
の
実
証
事
業
と
し

「
田
舎
こ
そ
楽
し
く

「
田
舎
こ
そ
楽
し
く 

自
立
で
き
る
」

自
立
で
き
る
」

　

事
業
の
新
展
開
も
進
む
。
２
月
に

は
、
廃
校
を
利
用
し
た
人
材
創
造
施

設
「
つ
く
ラ
ッ
セ
ル
」
に
太
陽
光
カ

ー
ポ
ー
ト
を
設
置
。
足
助
病
院
駐
車

場
に
続
き
２
基
目
だ
。
作
ら
れ
た
電

力
は
施
設
用
で
利
用
す
る
ほ
か
、
災

害
時
の
非
常
用
電
力
に
も
な
る
。
同

所
は
地
域
の
高
齢
者
が
移
動
手
段
と

し
て
利
用
す
る
、
超
小
型
電
気
自
動

車
「
里
モ
ビ
」
の
拠
点
に
も
な
っ
て

い
て
、
そ
の
充
電
に
も
使
わ
れ
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
と
し

て
、
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
加
え
小

水
力
発
電
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
等
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
普
及
促
進
も

ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

見
守
り
支
援
事
業
で
は
、
中
部
電

力
と
の
協
働
で
、
単
３
電
池
を
使
っ

た
シ
ス
テ
ム
も
提
供
。
地
域
サ
ロ
ン

に
医
師
等
を
派
遣
す
る
「
健
康
寿
命

を
延
ば
し
隊
」
も
始
ま
っ
た
。

　

実
証
事
業
の
期
間
は
、
今
年
の
９

月
ま
で
だ
。
そ
れ
以
降
に
つ
い
て
、

さ
ら
な
る
地
域
住
民
の
参
加
と
協
業

を
促
し
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

　

「
医
療
は
福
祉
で
あ
り
、
福
祉
は

生
活
全
体
。
地
域
病
院
の
使
命
は
、

地
域
全
体
を
元
気
に
す
る
こ
と
」
と

早
川
氏
は
言
い
切
る
。
「
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
大
き
な
社
会
実
験
だ

と
思
っ
て
い
る
。
田
舎
こ
そ
楽
し
く

自
立
で
き
る
と
い
う
考
え
を
広
げ
て

い
き
た
い
」
。

新
し
い
持
続
可

能
な
地
域
づ
く

り
へ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
は
、
楽
し

さ
を
広
げ
な
が

ら
こ
れ
か
ら
も

続
く
。

豊田市へのアクセス

名鉄名古屋駅から名鉄
名古屋本線で知立駅、
名鉄三河線に乗り換え
豊田市駅まで約1時間

足
助
病
院
名
誉
院
長
・
早
川
富
博
氏

住
民
た
ち
と
の
話
し
合
い
の
様
子

２月に開設した「つくラッセル」の太陽光発電カーポートお
披露目。超小型電気自動車「里モビ」の拠点として活用する

移動支援の「たすけあいカー」

Ｍ
Ｙ
パ
ワ
ー
事
業
本
部
長
・
関
原
康
成
氏

地
域
の
課
題
解
決
活
動
。
耕
作
放
棄
地

の
復
活
を
目
指
す

高
齢
者
の
移
動
手
段
と
し
て
活
躍
す
る

超
小
型
電
気
自
動
車
「
里
モ
ビ
」

　愛知県豊田市はトヨタ自動車が本社を置く、人口約40万
人の中核都市だ。しかし、広大な山間部は人口減少と高齢
化が進み、高齢化率は４割超。農業や里山管理、教育等の
分野における担い手不足等の課題を抱えている。そんな山
間部の課題を自分たちで解決する地域自治を目指すプロジ
ェクトが令和元年にスタートした。中心となるのは地域新
電力会社「三河の山里コミュニティパワー」。彼らが進め
る持続可能な地域づくりに注目が集まっている。

地域の課題解決は自分たちで地域の課題解決は自分たちで
再生可能エネルギーで経済循環再生可能エネルギーで経済循環

豊
田
市

愛知県

愛知県豊田市
町おこし ～成功への道～

がんばる日本日本
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